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記念誌発行にあたって 

関西浦高会 

                         会長 佐藤  進  

「関西浦高会１０周年記念誌」を発行するにあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

本会は、関西在住の一人のＯＢの声掛けが波紋となって広がり、平成２０年（２００８年）

２月１６日近畿２府４県（京都、大阪、兵庫、奈良、滋賀、和歌山）に在住の埼玉県立浦和

中学校、埼玉県立浦和高等学校ＯＢ会員の親睦を図る目的で設立されました。現在、６０有

余名の会員を擁しています。１１月に開催する総会を兼ねた懇親会、年２回の会報発行、  

春秋のイベント開催や、浦高生が参加し関西で行われる大会での激励や応援活動を行ってい

ます。関西浦高会は十年の迎えたばかりのまだまだ若い組織です。竹の節に例えるとやっと 

一節目を刻んだ若竹です。これからさらに節を重ねて青々とした太い竹に育つように、次の

節目に向かい、さらに充実した活動を幹事一同、取り組んでまいります。 

今後も、皆様のご支援、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

役員体制（平成３１年度） 

役  職 会 員 名 卒  期 住  所 

相 談 役 山本 就永 高８ 兵庫県神戸市 

会   長 佐藤 進 高１７ 大阪府箕面市 

副会長＆会計 長井 史夫 高１８ 兵庫県神戸市 

幹   事 一ノ瀬 友次 高９ 大阪府豊中市 

   〃 山城 卓 高１２ 兵庫県西宮市 

   〃 石田 宏二 高１４ 兵庫県神戸市 

   〃 石川 仁一 高２２ 兵庫県明石市 

   〃 山田 浩平 高２３ 兵庫県芦屋市 

   〃 佐藤 不二夫 高２４ 京都府京都市 

   〃 水野 成人 高３２ 奈良県生駒市 

   〃 河村 立 高３２ 兵庫県神戸市 

 

「関西浦高会」設立の経緯（会報６号・初代会長岩崎宏氏の記事より抜粋） 

･･･会の創立（２００８年２月１６日）の１年ほど前、麗和会報の最後のページに「関西で同窓

会を・・」という記事を見つけた時は「えっ！そうゆう人がいるのか」と驚き、即座に会社の先輩

で浦中ＯＢの海野氏に電話、記事を書いた山本先輩に「集まりましょう」と連絡した。次々と出会

いが続いたが、設立直前に思うような準備が整わず挫折しそうになって、高橋、一ノ瀬の両先輩に

延期を相談した時は「そんな事ぐらいで挫けるな！力を貸すからやろう。」と親身のおしかりを受

けた。未だ２、３回それも短時間会った事があるだけの間柄の両先輩の、突然のきついお叱りは今

も忘れない。同窓の先輩らしい、暖かくもキッパリした一喝であった。････ 
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